
　調査対象：国公私立の小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園

主な調査内容 平成16年度
平成21年度
（速報値）

増減

防犯のマニュアルの活用の状況 96.4% 97.8% +1.4

教職員の安全対応能力の向上を図るための取組の状況 76.6% 80.7% +4.1

通学路の安全点検の実施の状況 96.2% 97.9% +1.7

通学安全マップの作成の状況 60.3% 87.8% +27.5

地域のボランティアによる学校内外の巡回・警備の状況 49.3% 68.9% +19.6

学校の敷地内への不審者の侵入防止のための対応の
状況 72.5% 90.6% +18.1

警備員（夜間警備やボランティアによる巡回等は除く）の
配置の状況 10.4% 14.4% +4.0

防犯監視システムの整備の状況 52.7% 76.2% +23.5

学校安全計画の策定の状況 82.9% 92.3% +9.4

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置状況 24.5% 82.2% +57.7

　※１ 平成19年度に開始した調査であるため、平成19年度の調査実績

　※２ 平成18年度に開始した調査であるため、平成18年度の調査実績

学校の安全管理の取組状況の推移

（平成16年度から平成21年度の５年間）
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